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ひがいのひろし 

日開野博 HIGAINO Hiroshi 

四国大学短期大学部 

人間健康科介護福祉専攻教授 
専門は「福祉サービス利用者の権利擁護活動」福祉サービス

利用者の地域自立生活をめざした権利擁護活動（アドボケイ

ト）等の研究、住民福祉活動や地域ボランティア活動による

福祉の町づくり活動研究など。 
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徳寿会だより 

― 発行責任者 ― 
鴨島病院 病院長 土橋孝之 
〒776-8588 
徳島県吉野川市鴨島町内原432 
TEL:0883-24-6565 
FAX:0883-24-6572 

鴨  島  病  院 
介護老人保健施設 長寿園 
グループホーム のぞみ 

鴨島病院総会記念講演２０１２ のご報告 

 ６月１６日（土）、四国大学の日開野博先生による鴨島病院総会記念講演「サー

ビス利用者の権利擁護～高齢者虐待と権利擁護について～」を行いました。 

高齢者虐待のニュースはよく聞きます

が、具体的な行為やサインを提示されて、

改めてわたしたちの施設でも起こりうる身

近な問題だと思いました。 

ふだん行なっているケアをもう一度見直

して、いつの間にか患者さんの“権利”を

損なっていないか考えようと思います。 

人間誰しも「権利」を持っています。権利とは、個人の人生観・価値観までも

保証していくものであり、当然のように持っているものです。患者さんの権利を

擁護するのは私たちであり、それが社会福祉だと思います。患者さん、ご家族さ

んを含めたわたしたちみんなが考える問題だと思いました。 

病院や老人保健施設など鴨島病院関連施設職員１００人あまりが参加しました。講演では、

まず高齢者虐待の具体的な事例を提示していただき、虐待が身体的虐待だけではなく心理的、

経済的な虐待もあることを教わりました。また、虐待が身体機能の低下やリスクの増大など高

齢者にとって望ましくない結果をもたらすことをあらためて教わりました。虐待は介護者個人

の問題だけではなく、人間関係や社会環境などさまざまな原因で起こります。 


